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   The Abstract should be justified, leaving a 20 mm margin on the left and right sides (same as the main text). Font used here is Times-Roman 9pt. The length may be from seven lines up to ten lines. No Japanese ABSTRACT is needed.
１．概要の趣旨

　論文概要は，論文の研究の目的，方法，結果，考察，結論などを，簡潔に分かりやすく取りまとめる．したがって，第三者にも研究内容が理解できるように要点を要領良くまとめる．

　論文概要は発表審査の対象になるものであるので，読みやすいように丁寧に仕上げること．なお，論文概要は製本して図書室に保存する．
２．用紙と文字数

マージンは左右が20 mm，上方が20 mm，下方が25 mm程度とし，2段組で１段25文字40～50行とする．段幅は約82 mm．また，概要はつぎの枚数以内に収めること．

    　修士論文　　　　：２枚（図表を含む）

    　卒業論文（単名）：２枚（　　〃　　）

    　卒業論文（連名）：２枚（　　〃　　）

　
３．タイトルページのレイアウト

　タイトルページは２つの部分で構成される．

(a) タイトル部分（題目，著者，アブストラクト）　：横１段組

(b) 本文部分：横２段組
(1) タイトル部分のレイアウトとフォント
　タイトルはA4用紙の上辺にセンタリングして記入する．以下次の順にタイトル部分の構成要素を書くこと．

　和文タイトル：ゴチック体 16 pt  フォント

英文タイトル：Times New Roman 12 pt フォント

　　　（その下に１行のスペース）

　著者名：明朝体 12 pt フォント

　指導教員名：明朝体 12 pt フォント

　　　（その下に２行のスペース）

　英文アブストラクト：Times New Roman 9 ptフォント
7～10行
 (2) 本文部分のレイアウトとフォント
　本文と英文アブストラクトの間に２行 のスペースを空ける．

　本文は２段組で，左右のマージンは2 cm ずつ，段と段との間のスペースは約6 mm．

　本文には明朝体とTimes 10 pt フォントを用いる．

４．見出し（見出しが１行以上に長くなるときはこの例のようにインデントして折りかえす）

 (1) 見出しのレベル
　見出しのレベルは細かくしすぎないこと．第１レベルの見出し（章）はゴチック体11 ptとし，２．などの数字に続けて書く．また，見出しの上にスペースを空ける．このファイルのサンプルから分かるように，上を１行空けること．

(2) 第２レベルの見出し
　第２レベルの見出し（節）はゴチック体10 ptで，(4) などの括弧付き数字を付ける．

５．数式および数学記号

　式や数学記号は次の式 (1a) 
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のようにセンタリングし，式番号は括弧書きで右詰めにする．
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６．図表

(1) 図表の位置
図表はそれぞれのページの上部に集めてレイアウトする．図表の横幅は，「２段ぶち抜き」あるいはこのサンプルの表-1 や図-2 のように「１段の幅いっぱい」のいずれかとする．図表の幅を１段幅以下にして図表の横に本文テキストを配置してはいけない． 

　図表中の文字や数式の大きさが小さくなり過ぎないように注意すること．長いキャプションは表-1 のようにインデントして折り返す．英文キャプションの場合は，見出しをTable 1 や Fig. 2 とする．

７．参考文献の引用とリスト

参考文献がある場合は出現順に番号を振り，その引用箇所でこのように1), 2)上付き右括弧付き数字で指示し，その全てを原稿の末尾にまとめてリストとして示す．参考文献リストは無くてもよい．
　 
８．最終ページのレイアウト

　１段目と２段目の末尾の長さがほぼ揃うように調整して下さい．
参考文献
1) Yamaguchi, H., Okui, Y. and Matsumoto, Y.: Research activities of structural mechanics and dynamics group, Saitama University in 2000 – 2003, Research Report of Department of Civil & Environmental Engineering, Vol. 32, pp.1-19, 2003.

2) 建設工学科編：建設工学科卒業論文・修士論文発表会発表用概要作成例，建設工学科出版，2006．

表-1 表のキャプションは表の上に置く．このように長いときはインデントして折り返す．
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図-2  図のキャプションは図の下に置く．
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